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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)

【公開番号】特開2019-95504(P2019-95504A)
【公開日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2019-023
【出願番号】特願2017-222649(P2017-222649)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/3233   (2016.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/3291   (2016.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/3233   　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/3291   　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６３１Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２３Ｒ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ   27/32     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月16日(2020.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一のＤＢＶと第一の階調値とに対応する輝度を出力する第二のＤＢＶにおける第二の
階調値を算出するルックアップテーブルと、
　前記第二の階調値と前記第二のＤＢＶにおけるムラ補正データとに基づき、ムラ補正量
を算出する補正量演算回路と、
　前記ムラ補正量を用いて、入力画像データのムラ補正を行うムラ補正回路と、
　を備え、
　前記第一のＤＢＶは前記第二のＤＢＶと異なる
　表示ドライバ。
【請求項２】
　前記ムラ補正データを記憶するメモリを備え、
　前記補正量演算回路は、前記メモリから前記ムラ補正データを読み出し、前記第二の階
調値に応じた前記ムラ補正量を算出する請求項１に記載の表示ドライバ。
【請求項３】
　前記ルックアップテーブルは、入力される前記第一のＤＢＶを、所定の係数に変換し、
　前記所定の係数は、前記ムラ補正データを、前記第二の階調値に対応するムラ補正量に
変換する係数であり、
　前記補正量演算回路は、前記所定の係数と前記ムラ補正データとに基づき、前記ムラ補
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正量を算出する請求項１又は２に記載の表示ドライバ。
【請求項４】
　前記ルックアップテーブルは、
　　複数のＤＢＶのそれぞれに対応づけて変換係数を記憶するレジスタと、
　　前記第一のＤＢＶが入力されたとき、前記複数のＤＢＶ及び前記変換係数に基づき線
形補間処理を行い、前記第一のＤＢＶに対応する変換係数を算出する演算回路と、
　を備える請求項１乃至３のいずれか一項に記載の表示ドライバ。
【請求項５】
　前記ルックアップテーブルには、前記変換係数の下限値が設けられ、
　所定のＤＢＶ以下の前記第一のＤＢＶが前記ルックアップテーブルに入力されるとき、
前記下限値に変換される請求項４に記載の表示ドライバ。
【請求項６】
　前記第二のＤＢＶは、最大ＤＢＶである請求項１乃至５のいずれか一項に記載の表示ド
ライバ。
【請求項７】
　前記第一のＤＢＶは、外部から入力されるＤＢＶに対応する請求項１乃至６のいずれか
一項に記載の表示ドライバ。
【請求項８】
　表示パネルと、
　第一のＤＢＶと第一の階調値とに対応する輝度を出力する第二のＤＢＶにおける第二の
階調値を算出するルックアップテーブルと、
　前記第二の階調値と前記第二のＤＢＶにおけるムラ補正データとに基づき、ムラ補正量
を算出する補正量演算回路と、
　前記ムラ補正量を用いて、入力画像データのムラ補正を行うムラ補正回路と、
　を備え、
　前記第一のＤＢＶは前記第二のＤＢＶと異なる
　表示装置。
【請求項９】
　前記ムラ補正データを記憶するメモリを備え、
　前記補正量演算回路は、前記メモリから前記ムラ補正データを読み出し、前記第二の階
調値に応じた前記ムラ補正量を算出する請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記ルックアップテーブルは、入力される前記第一のＤＢＶを、所定の係数に変換し、
　前記所定の係数は、前記ムラ補正データを、前記第二の階調値に対応するムラ補正量に
変換する係数であり、
　前記補正量演算回路は、前記所定の係数と前記ムラ補正データとに基づき、前記ムラ補
正量を算出する請求項８又は９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記ルックアップテーブルは、
　複数のＤＢＶのそれぞれに対応づけて変換係数を記憶するレジスタと、
　前記第一のＤＢＶが入力されたとき、前記複数のＤＢＶ及び前記変換係数に基づき線形
補間処理を行い、前記第一のＤＢＶに対応する変換係数を算出する演算回路と、を備える
請求項８乃至１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記ルックアップテーブルには、前記変換係数の下限値が設けられ、
　所定のＤＢＶ以下の前記第一のＤＢＶが前記ルックアップテーブルに入力されるとき、
前記下限値に変換される請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第二のＤＢＶは、最大ＤＢＶである請求項８乃至１２のいずれか一項に記載の表示
装置。
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【請求項１４】
　前記第一のＤＢＶは、外部から入力されるＤＢＶに対応する請求項８乃至１３のいずれ
か一項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　第一のＤＢＶと第一の階調値とに対応する輝度を出力する第二のＤＢＶにおける第二の
階調値を算出し、
　前記第二の階調値と前記第二のＤＢＶにおける表示パネルの表示ムラの補正に用いられ
るムラ補正データとに基づき、ムラ補正量を算出し、
　前記第一のＤＢＶは前記第二のＤＢＶと異なる
　ムラ補正方法。
【請求項１６】
　前記ムラ補正データをメモリに記憶し、
　前記メモリから読み出された前記ムラ補正データを用いて、前記第二の階調値に応じた
前記ムラ補正量が算出される請求項１５に記載のムラ補正方法。
【請求項１７】
　ルックアップテーブルに入力された前記第一のＤＢＶを、変換係数に変換し、
　前記変換係数は、前記ムラ補正データを、前記第二の階調値に対応するムラ補正量に変
換する係数であり、
　前記変換係数と前記ムラ補正データとが演算処理され、前記ムラ補正量が算出される請
求項１５又は１６に記載のムラ補正方法。
【請求項１８】
　複数のＤＢＶのそれぞれに対応づけて変換係数を記憶し、
　前記第一のＤＢＶが入力されたとき、前記複数のＤＢＶ及び前記変換係数に基づき線形
補間処理を行い、前記第一のＤＢＶに対応する変換係数を算出する請求項１７に記載のム
ラ補正方法。
【請求項１９】
　前記ルックアップテーブルには、前記変換係数の下限値が設けられ、
　所定のＤＢＶ以下の前記第一のＤＢＶが前記ルックアップテーブルに入力されるとき、
前記下限値に変換される請求項１７又は１８に記載のムラ補正方法。
【請求項２０】
　前記第二のＤＢＶは、最大ＤＢＶである請求項１５乃至１９のいずれか一項に記載のム
ラ補正方法。
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